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2-6 スウェーデン 
 

1. サマリー 

1. エネルギー事情 

(1) 一次エネルギー供給量(2016年)：48百万 toe(日本の 0.11倍) 

(2) 一人当たり一次エネルギー供給量(2016年)：4.86toe(日本の約 1.45倍) 

(3) エネルギー自給率(2016年)：71% 

(4) エネルギー起源 CO2排出量(2015年)：37.1百万 CO2換算 ton(日本の 3.2%) 

(5) 一人当たりエネルギー起源 CO2排出量(2015年)：3.80CO2換算 ton(日本の 42.2%) 

(6) エネルギー別可採年数(2016年末)：N/A 

 

一次エネルギー供給構成(2016年) 

 
(出所)World Energy Balances 2017, IEA 

 

発電量構成(2016年) 

 
(出所)World Energy Balances 2017, IEA 
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2. エネルギー政策 

(1) エネルギー政策担当機関 

● スウェーデンのエネルギー政策機関は環境・エネルギー省(Ministry of the Environment 

and Energy)。気候変動からエネルギーまで一貫して同省が担っている。管轄するエネ

ルギー関連機関には、エネルギー庁、エネルギー市場規制局、国家電力安全委員会、エ

ネルギー委員会等があり、エネルギー供給セキュリティ、送電網、再生可能エネルギー、

風力発電、電力認証、エネルギー効率改善を含め統括している。 

 

(2) 基本政策 

● スウェーデンのエネルギー政策の基本は、環境・健康への影響を最小限とすると同時に

持続可能な社会に向け、国際競争力を確保しながら、安定的なエネルギー供給を確保し

ていくことにある。 

● 化石燃料資源に乏しく化石燃料はほとんど輸入に依存。一方で、豊富な水力資源や原子

力発電が行われ、さらに森林資源からのバイオマス発電や熱供給も盛んである。EU の

2009年再生可能エネルギー指令に基づき、一次エネルギー供給に占める再生可能エネル

ギーの割合を 2020年までに 50%とする目標を掲げている。 

 

(3) 最近の動向 

● 2016年 6月、政府は与野党合意により、出力に応じて課せられている原子力発電税の段

階的廃止を決めた。 

● 2017 年 6 月、国会は 2045 年までに CO2排出量をネットでゼロにすると決議した。これ

に対し、2017 年 12 月、政府は産業・輸送部門からの排出を抑制する追加的な政策によ

り、これが可能であると発表した。 

 

3. 日本とのエネルギー分野における関係 

● スウェーデンはエネルギーの純輸入国であり日本とのエネルギー貿易は現在無い。 

● 日・スウェーデン科学技術協力協定(1991年署名)に基づき、これまでに計 6回合同委員

会が開催された。直近では、2016年 2月に第 6回委員会が東京で開催され、双方の現況

について紹介された他、科学技術・イノベーション政策の進捗状況、「生命科学」、「高

齢化社会」、「環境/農業・森林及び気候変動」、「極地研究」といった主要な分野別協力

並びに「科学技術イノベーション協力の枠組み」について意見交換が行われた。 

● 原子力産業分野では日本とスウェーデンは密な協力関係にある。原子力発電環境整備機

構と SKB(スウェーデン核燃料・廃棄物管理会社)は高レベル放射性廃棄物処分に関する

技術協力協定を 2001 年 9 月に締結している。また両国の電力会社間でも、同型の炉を

有することから相互に情報交換が行われている。 
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2. 主要エネルギー指標 

 

 

 

COUNTRY: Sweden （2016年）

(1) 一次エネルギー供給量 48 Mtoe

(2) 一人当たりの一次エネルギー供給 4.86 toe/人

(3) GDP当たりの一次エネルギー供給 0.09 toe/千ドル

(4) エネルギー自給率 71 %

(5) エネルギー起源CO2排出量(2015年) 37.1 百万CO2換算ton

(6) 一人当たりエネルギー起源CO2排出量（2015年） 3.80 CO2換算ton/人

(7) エネルギー源別構成率 石炭 4 %

石油 24 %

天然ガス 2 %

原子力 34 %

水力 11 %

再生可能エネルギー等 25 %

(8) エネルギーの輸入依存度 29 %

(9) 石油の輸入依存度 100 %

(10) 輸入原油の中東依存度 2.9 %

(11) 原油の輸入先 第1位 ロシア

第2位 ノルウェー

第3位 デンマーク

（出所）(1)～(4)および(7)～(9)：World Eenrgy Balances 2017, IEA

        (5)～(6)：CO2 Emissions from Fuel Combustion 2017, IEA

        (10)～(11)：Oil Information 2017, IEA
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経済産業省委託事業「平成29年度諸外国のエネルギー政策動向等に関する調査」より お問い合わせ：report@tky.ieej.or.jp




